
この時期になると思い出すのですが、学生時代に日本を代表する魚市場である東京の築地市場でアル

バイトをしたことがあります。

年末１週間だけの短期のアルバイトでしたが、大変おもしろく、３年連続で働きました。いわゆる

「場内」と言われる場所で、多くの店が所狭しとならんでいます。自分の店はマグロ問屋でした。まさ

に「海の男」の職場で、刃渡り５０ｃｍはあろうかという重量級の包丁を自在に操る５０代の引き締

まった体格のおやじさん。身長１６０ｃｍありませんが大量に荷物が積まれたリアカー（ちなみに自分

は持ち上げるのがやっと）を軽々と運んでいくそのお兄さん。当時、アメリカンフットボールで人並み

以上に体を鍛えていたつもりでしたが、全くの脱帽でした。

お酒の強さも半端ではなく、最終日（１２月３０日午前１１時頃）に打ち上げをするのですが、日本

酒を水のごとく飲み干すペースに全くついていけませんでした。

１週間のうち、何回かはアルバイト代に加え、マグロもおみやげで

もらいました。一番上等な部分（一般には流通していないとのこと）

をもらったこともありましたが、まさに霜降り肉。家に持ち帰ったと

ころ「何これ？」という母親の言葉。そう、マグロに見えなかったの

です。未だにあれ以上のマグロは食べたことがありません。

早朝から多くのお客さんで賑わう築地市場。移転予定と聞いていま

すが、あの雰囲気は残って欲しいと感じています。

○秋の５３０運動
１１月１２日、お昼休みを利用して、約３０分と短い時間でしたが、秋

の５３０運動（豊橋市５３０運動協議会）の一環として、当事務所周辺の

清掃活動を行いました。５３０運動は、１９７５年に、当時豊橋山岳会会

長だった夏目久男さんが始め全国に広がった活動で、当事務所では、趣旨

に賛同し、５月と１１月の年２回、当事務所周辺の公園や道路沿近の清掃

を実施しています。

今回清掃した公園では、空き缶やタバコの吸殻などのゴミが目立ち、回

を重ねるごとに何とかできないものかという思いを強くしています。次の世代に緑豊かできれいな地球

を残すべく、また、循環型社会の構築を目指し、皆様方も「ゴミのポイ捨てはしない」「落ちているゴ

ミは拾う」ことを心がけて頂ければと思います。

☆巻頭コラム☆

■巻頭コラム

■最近のトピックス

○三谷祭 ○第９回全国凧揚げ大会ｉｎ豊橋

○日中友好パラリンピックセーリング交流ｉｎ蒲郡

○第９回全国伝統花火サミット ○第２８回豊橋みなとシティマラソン

○ＪＩＣＡ研修生三河港視察 ○秋の５３０運動

○汐川干潟クリーンアップ大作戦 ○海の再生全国会議

Mini-WANとは
港や海に関連する新鮮な話題を中心に、地元の皆さんとのつながりを大切にする広報誌です。

★ ホームページで、Mini-WANバックナンバーをご覧いただけます。http://www.mikawa.pa.cbr.mlit.go.jp ★
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○汐川干潟クリーンアップ大作戦
汐川干潟は三河港にかかる三河港大橋の奥にあり、面積は約

６，８７０ｈａと日本有数の規模を誇る干潟で、多くの渡り鳥の渡来

地でもあります。この汐川干潟において、１１月２３日に５３０運動

環境協議会（豊橋市）、豊橋市、田原市の共催によりクリーンアップ

大作戦が行われ、両市から多くの方々が参加されました。

残念ながら、ビニールや空き缶、ペットボトルが多く捨てられてお

り、中にはタイヤや電子炊飯器までありました。１時間足らずでした

が清掃活動に参加された方々のご尽力により、アシ原の中に見えてい

たゴミもほとんどなくなり、豊かな生物環境を育む三河湾のために少しは役立てたのではと感じました。

汐川の河口部付近のアシ原

○海の再生全国会議
１１月２６日（名古屋逓信会館）、２７日（蒲郡市）において、第３回

海の再生全国会議が開催されました。現在、東京湾・大阪湾・伊勢湾・広

島湾において、「全国海の再生プロジェクト」として関係省庁、自治体、

ＮＰＯ等が連携し“海を再生するための行動計画”を策定し、山・川・海

・都市が一体となった取り組みが進められています。

本会議は、海の再生プロジェクトを全国の閉鎖性海域に展開させるため、

各湾における活動報告を通じた普及啓発・情報共有・意見交換を目的とす

るものです。

２６日は、「全国海の再生プロジェクト」の具体的な取り組みとして、干

潟の造成・保全、陸域からの流入負荷削減、海底の清掃、海の魅力発見マッ

プの作成などの幅広い活動報告が、関係省庁、自治体、ＮＰＯ等からなされ

ました。三河湾に関する内容としては、愛知県水産試験場鈴木輝明場長より、

三河湾のシーブルー事業での連携事業を事例とした内湾環境修復の方向性と

課題についての基調講演、及び、ＮＰＯシーブリーズ三河湾永田桂子代表よ

り、三河湾における環境学習の紹介がありました。

２７日は、愛知県水産試験場の干潟造成実験施設や、大塚海浜緑地の現地視察を行いました。今年７

月にオープンした大塚海浜緑地は、海辺の憩いの場として、広場と人口海浜が整備されており、子供達

への環境学習やイベントなど、海と親しむ活動についての説明がありました。

北海道から九州まで非常に多くの方が出席され、現地視察ではバスの都合上制限が必要になるほどで

した。これは、海の再生に対する関心の高さを示したもので、当事務所としても、引き続き三河湾の環

境改善に積極的に取り組んで参ります。

☆ＣＯＮＴＥＮＴＳ☆

自分のゴミは持ち帰りましょう！

海の再生全国会議の様子

大塚海浜緑地の現地視察

港で水揚げされるマグロ



○第９回全国伝統花火サミット
１１月２日、大塚海浜緑地、ラグーナ蒲郡（共に蒲郡市）にて、第９回

全国伝統花火サミットｉｎ蒲郡が行われました。

本サミットは、ラグーナ蒲郡でのサミットと大塚海浜緑地での伝統花火

実演の２部構成で、サミットの部では参加団体の紹介や意見交換、及び

「蒲郡市の手筒花火の伝承」と題した講演、

伝統花火実演の部では蒲郡の８団体による手

筒花火の披露や全国１０団体の伝統花火（指

定民族文化財）の実演が行われました。伝統

花火の多くは仕掛け花火で、花火師の姿も間近で見ることができ、普段見

慣れている打ち上げ花火とは違った迫力が楽しめ、観客から大きな拍手が

湧き起こりました。

☆最近のトピックス☆

○第２８回豊橋みなとシティマラソン
１１月９日、三河港神野地区の豊橋総合スポーツ公園を発着点とする第

２８回豊橋みなとシティマラソンが行われました。朝から小雨が降り、気

温も１０．９℃（９：３０現在）とスタート前に準備運動をしてもなかな

か体が温まらないくらい寒く、コンディションには恵まれませんでしたが、

市内外から１，４３９名ものランナー達が集まりました。

当事務所からは、１０キロ部門に１名、５キロ部門に２名参加しました。

５キロ部門に参加する私の目標は２つ。完走と、同部門に参加している同

僚に負けない事です。号砲とともに一斉にスタートしました。序盤から中

盤にかけては、足取りも軽く、海を見て景色を楽しみながら走っていました。ところが、日頃の運動不

足のためか、折り返し地点から、同僚に大きく引き離され、景色を楽しむ余裕さえなくなりました。し

かし終盤、同僚を抜き逆転しました。そしてゴール。２つの目標達成です。（同僚は腹痛で泣きそう

だったそうです。）

寒さに負けないくらいの熱いレースが繰り広げられ、沿道の応援者からは熱い声援を送っていただき、

大いに盛り上がった大会となりました。

○日中友好パラリンピックセーリング交流ｉｎ蒲郡
１１月１日、２日、３日の３日間、蒲郡市などの主催により、日中友好

パラリンピックセーリング交流ｉｎ蒲郡が開催されました。中国からは先

日行われた北京パラリンピックに出場した障害者セーリング選手３名が招

待され、日本の障害者セーリング選手達と合同で練習やレースなどを行い

ました。蒲郡市の竹島埠頭には、日本で唯一のバリアフリーポンツーン

「マンボウ」が設置されていて、ここを拠点に平成１９年から日本と中国

の選手達が交流を重ね振興を深めています。

１日には本交流に先立ち、観光庁水嶋智観光資源課長から「観光庁の設

立と観光立国の推進」、港湾局宮本卓次郎振興課長から「港の賑わいづく

りとマリンスポーツ」と題した記念講演が行われました。

水嶋課長からは「人口が減りつつある今日において、今後の国の財政を

支えるため、国内や国外からの人の動きの活性化が重要」、宮本課長から

は「港の賑わいを創出するには、船などの水際や水面の利用者を増やすこ

とが重要」と説明がありました。当事務所も、港を核とした観光、地域づ

くりに協力して参ります。

○ 三谷祭
１０月２５日、２６日、蒲郡市三谷町にて三谷祭が行われました。

三谷祭は山車（やま）と呼ばれる大きな車を大勢の男性が力強く引き回

しながら八剱神社と若宮神社の間を練り歩く、日本でも珍しい祭りです。

祭りの最大の見せ場は、２日目の日曜日に

行われた海中渡御（かいちゅうとぎょ）。上

区剣山、西区恵比寿、北区三蓋傘、中区花山

と、いずれも豪華絢爛な４台の山車が三河湾

の海中に入っていき、そのまま３００メールほど進んでいく迫力のある光

景を見ることができました。

１０月下旬の冷たい海の中に飛び込み、大きなかけ声と共に山車を曳く

三谷っ子の勇壮な姿に、多くの観客から拍手が起こっていました。

○第９回全国凧揚げ大会ｉｎ豊橋

１０月２５日、２６日、第９回全国凧揚げ大会ｉｎ豊橋（平成２０年

度心護杯日本の凧の会秋季愛知大会）が、三河港神野地区の豊橋総合ス

ポーツ公園で開催されました。本大会には、２７都道府県から約５００

名が参加され、北は北海道から、南は沖縄県の石垣島まで、全国津々

浦々の方が豊橋に集合しました（なんとオーストラリアからの参加者も

いたそうです）。

２５日は自由凧揚げ、２６日は子ども連

凧揚げ大会、全国の伝統凧＆創作凧揚げ大

会、凧のアトラクション等が行われました。大会メインの２６日は、小雨

模様でしたが風もほどよくあり、１５，５８４枚という連凧のギネス記録

を持つ豊橋市の五並（いなみ）中学校が連凧を披露するなど、何千もの凧

が大空高く舞い踊り、非常に爽快な気分でした。良い機会なので、今度の

お正月には、久しぶりに自分で凧を揚げてみようと思います。 ユニークな創作凧

海中渡御

手筒花火披露

１０キロの部のトップ集団

「マンボウ」から乗船

宮本課長の講演

大きなかけ声で気合い十分

連凧揚げの様子

目の前でみる迫力に大拍手

○ＪＩＣＡ研修生三河港視察
開発途上国への技術協力の支援事業を行っているＪＩＣＡ（（独）国際

協力機構）では、毎年各国の港湾関係職員を対象に研修を実施しています。

１１月１４日、「港湾運営セミナー」研修の一環として、各国からの研

修生１０名が三河港の視察を行いました。

本研修は、約２ヶ月間に渡り、日本の港湾の整備、維持管理等に関する

理解を深めていただき、自国の港湾施策等に役立てる事を目的として全国

各地で行われているとのことです。

当日は、三河港が一望できるポートインフォメーションセンター「カモメリア」で、三河港の港湾管

理者である愛知県三河港務所安藤所長から「港湾経営・管理」についての

説明、（社）東三河地域研究センター金子常務理事より「国際自動車コン

プレックス」に関する講演が行われました。その後、フォルクスワーゲン

グループジャパン本社において、日本での港を活用した経営戦略、三河港

を利用した場合のメリットなどのご説明をいただき、自動車取扱量が世界

有数である三河港の特徴的な港湾整備や運営などを知っていただくことが

できました。
神野地区に並ぶ輸入車

「カモメリア」から三河港を眺める



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


